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新型コロナウイルス感染症にかかる診療・検査・医療療養体制
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○800カ所を超える地域の身近な医療機関で新型コロナウイルス感染症にかかる診療・検査が可能
○症状等に応じた療養先を、入院医療コントロールセンターの医師が総合的に判断（京都市含む府全域で一元管理）
○軽症から中等症、重症まで病状に応じた病床を５１１床確保
○宿泊療養施設では常駐看護師による健康観察のほか、必要に応じて医師による対面診療や酸素・薬剤投与が可能
○宿泊療養者や自宅療養者は、必要に応じて、陽性者外来で胸部CT検査や血液検査の受検が可能。外来受診できない方
向けには、訪問診療（診療、点滴、酸素療法等）を実施

○電話診療や訪問診療等、自宅療養者の健康観察を京都府医師会や地区医師会等と連携して実施
○自宅療養者にはパルスオキシメーターを貸与の上、保健所が健康観察を実施。希望者には食料品や生活必需品を提供
○全庁あげた新たな応援体制を構築し、コロナ対応の要となる保健所等の執行体制を強化

訪問診療



新型コロナウイルス感染症にかかる
診療・検査体制

○発熱、咳等の症状があり、新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合は、地域の医療機関で受診が可能

○検査の結果、陽性が判明した場合は、医療機関が保健所
へ発生届を提出

○陽性となった患者は医療機関から検査結果の連絡を受け
るとともに、保健所による積極的疫学調査を受ける。

○保健所は積極的疫学調査の結果判明した濃厚接触者の検
査を実施

○陽性患者の症状等に応じた療養先を、入院医療コン
トロールセンターの医師が総合的に判断（京都市含む府
全域で一元管理）
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療養支援病床

◆病床数 313床
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老健施設等

◆受入可能施設 107カ所

入 院

コロナ回復

中和抗体薬治療実施病院 21カ所

自
宅
療
養

新型コロナウイルス感染症にかかる入院体制

入院医療コントロールセンター

○統括班 ○病院調整班
○療養支援班 ○施設療養班

保 健 所

自宅療養者等フォロー
アップ情報センター

主な状態 対応病床

ECMO・人工呼吸器 高度重症 ３８床

高流量酸素投与 重症 ８８床

酸素投与
中等症

１５０床

呼吸器症状あり １４３床

呼吸器症状なし 軽症 ９２床

合 計 ５１１床

◆受入規模８床 （最大 30床）

入院待機ステーション

◆ ECMO・人工呼吸器装着が必要となる高度重症者の増加が医療逼迫の最も大

きな要因となることから、高度重症者を増やさないよう医療体制を構築

・高度重症の前段階に適確に対応する高流量酸素や酸素投与等を行える重症・

中等症への対応を中心とした病床の確保（５０％以上の病床で酸素投与以上

の対応可能）

・軽症受入病医院を中心に、重症化を防止する中和抗体薬による治療を実施

(２１医療機関が登録）

◆コロナ回復後、引き続き他と疾患で治療や介護が必要な後方支援を充実し、

コロナ受入病床を効率的運用

◆医療逼迫時に入院調整に時間を要する場合に備え、入院待機ステーションを

設置

１２６床



新型コロナウイルス感染症にかかる
療養体制

○入院に至らない軽症者等は、医師や看護師の目が届き
やすく病状急変にも対応可能な宿泊療養施設で療養

○宿泊療養施設には看護師が常駐し、１日２回の健康観
察をタブレットを用いて実施。健康観察結果は医師に
報告し、必要に応じて医師による対面診療や酸素・薬
剤投与が可能

○宿泊療養者や自宅療養者の病状等が増悪した場合には
入院医療コントロールセンターまたは保健所が受診調整
を行い、陽性者外来で診療・検査を実施

○外来受診できない方に対しては、訪問診療（診療、点滴、
酸素療法等）を受けることも可能

○自宅療養者への医療提供体制強化のため、京都府医師会
と連携し「京都市電話診療所（仮称）」を設置。山城地
域では、地区医師会等と連携し、電話診療、訪問診療等
を実施

○自宅療養者にはパルスオキシメーターを貸与の上、保
健所が健康観察を実施。希望者には食料品や生活必需品
を提供
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